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報
告
第
１
号

例
月
現
金
出
納
の
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
１
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
３
１
、
２
６
９
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
４
、
４
１
６
、
４
７

７
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
２
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

予
算
の
総
額
に
２
６
、
５
４
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
１
７
、
５
５
３
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
３
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

上
水
道
使
用
料
の
減
額
に
伴
い
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の

議
案
第
４
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
１
、
７
０
０
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
３
１
６
、
３
３
３
千
円

と
す
る
も
の

平
成

18
年
度
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
議
案
第
５
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

予
算
の
総
額
に
５
１
、
０
０
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
６
９
、
５
６
０
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
６
号
【
可
　
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

予
算
の
総
額
に
１
２
、
６
３
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
４
９
、
２
３
２
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
７
号
【
可
　
決
】

和
木
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
【
可
　
決
】

和
木
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対

処
事
態
対
策
本
部
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
【
可
　
決
】

和
木
町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
10
号
【
可
　
決
】

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
【
可
　
決
】

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
12
号
【
可
　
決
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
13
号
【
可
　
決
】

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
18
年
第
１
回
和
木
町
議
会
定
例
会

３
月
８
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、
議
案
28
件
、
意
見
書
案
１
件
、

発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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議
案
第
14
号
【
可
　
決
】

和
木
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

収
容
定
員
を
90
名
か
ら
60
名
に
改
正
す

る
も
の

議
案
第
15
号
【
可
　
決
】

和
木
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
に
つ
い
て

議
案
第
16
号
【
可
　
決
】

和
木
町
自
立
支
援
審
査
会
の
委
員
の
定
数

等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
17
号
【
可
　
決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
18
号
【
可
　
決
】

和
木
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
19
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て予

算
の
総
額
を
３
、
７
２
２
、
３
８
０

千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
20
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
５
４
２
、
０
５
３
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
21
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
７
９
、
８
５
９
千
円
と

す
る
も
の

議
案
第
22
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
交
通
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
３
、
５
０
１
千
円
と
す

る
も
の

議
案
第
23
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
３
３
５
、
５
１
８
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
24
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
６
３
４
、
１
８
８
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
25
号
【
可
　
決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

予
算
の
総
額
を
３
４
８
、
３
５
８
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
26
号
【
可
　
決
】

和
木
町
第
四
次
総
合
計
画
の
制
定
に
つ
い

て議
案
第
27
号
【
可
　
決
】

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
28
号
【
可
　
決
】

山
口
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
増
加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

発
議
第
１
号
【
可
　
決
】

中
学
校
校
舎
建
替
え
調
査
研
究
特
別
委
員

会
設
置
に
関
す
る
決
議

意
見
書
案
第
１
号
【
可
　
決
】

住
民
生
活
を
支
え
る
道
路
整
備
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
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予算って何？ 

今年度の予算の総額は？ 

A1.　予算の総額は56億6,585万7千円になります。内訳は下表のとおりです。 

※一般会計・・・税金を主な収入とし、福祉や教育などまちの基本的な事業にかかる 

　　　　　　　　経費の会計。 

※特別会計・・・国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、主に保険料 

　　　　　　　　など特定の収入によりまかなわれ、一般会計と区分して経理する会計。 

　予算とは、和木町の１年間のお金の動き（どこから入ってくるのか、

何に使うのか）をあらかじめ見積もった計算書のことです。それでは、

今年度、和木町にはどのくらいお金が入ってきてどのように使っていく

のかを質問形式でみていきましょう。 
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A2.　今年度の収入（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。 

A3.　下のグラフは予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。 

どんな収入があるの？ 

どんなことに使われるの？ 
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A4.　予算の使いみちを町民1人あたりに換算し目的別にみると以下のようになります。 

支出を別の視点からみると？ 
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ま
ち
の
話
題

第
９
回
図
書
館
ま
つ
り
開
催

ま
ち
の
話
題

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備

２
月
26
日
、
図
書
館
で
「
第
９
回
図
書

館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
古
本
バ

ザ
ー
や
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
、
お
は
な
し
会
で
は
絵
本
作

家
の
毛
利
ま
さ
み
ち
さ
ん
に
よ
る
絵
本

「
も
も
の
里
」
の
原
画
を
使
っ
て
の
読
み

聞
か
せ
、
切
り
絵
の
実
演
と
サ
イ
ン
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
劇
団
す
ぎ
の
こ

に
よ
る
人
形
劇
、
ビ
デ
オ
上
映
会
、
ラ
ッ

キ
ー
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま

し
た
。

絵本作家毛利まさみちさんによる読み聞かせ

昨
年
12
月
よ
り
、
白
木
武
さ
ん
（
和
木

地
区
）
に
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
修
繕
作

業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
凹
凸
も
あ

り
、
傷
み
が
増
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ

ー
ト
は
、
中
学
生
の
部
活
、
体
育
協
会
テ

ニ
ス
部
、
一
般
の
利
用
者
と
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
使
用
後
の
整
備

を
少
し
で
も
怠
る
と
コ
ー
ト
は
す
ぐ
傷
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

白
木
さ
ん
は
「
今
回
の
作
業
で
一
応
の

修
復
作
業
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
コ
ー
ト

を
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
保
つ
に
は
、

プ
レ
ー
後
の
整
備
（
穴
埋
め
、
ト
ン
ボ
掛

け
等
）
を
必
ず
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
こ
と
が
、
次
の
方
に
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
し
て
も
ら
え
る
こ
と
や
、
転
倒
事
故

防
止
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

方
々
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
で
す
ね
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ていねいにローラーがけをする白木さん

ま
ち
の
話
題

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
ち
の
話
題

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
親
睦
会

２
月
18
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
、
会
員
の
技
能
向
上
を
目
的
と
し
た
襖

や
障
子
お
よ
び
網
戸
の
張
替
技
能
講
習
会

を
実
施
。
23
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
、
毎

年
公
共
施
設
の
襖
や
障
子
を
無
料
で
張
り

替
え
て
お
り
、
今
年
は
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
と
文
化
会
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
新
入
会

障子の張替え作業中

３
月
３
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
上
岡
宗
三
会

長
）
主
催
の
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
親
睦

会
」
が
開
催
さ
れ
61
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
に
岩
国
消
防
署
東

出
張
所
所
長
白
木
正
義
さ
ん
を
お
招
き

し
、「
火
災
予
防
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
防
火
学
習
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。
白
木
さ
ん
は
「
昨
年
は
火
災
が

岩
国
管
内
で
84
件
起
こ
り
ま
し
た
が
、
中

で
も
焚
き
火
に
よ
る
火
災
が
一
番
多
く
占

め
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

昼
か
ら
の
昼
食
会
に
は
、
古
木
町
長
も

出
席
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

昼
食
の
お
弁
当
は
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
連
絡
協
議
会
（
西

節
子
会
長
）
の

方
々
に
よ
る
手
作
り
の
お
弁
当
。
た
っ
ぷ

り
の
ひ
な
寿
司
と
旬
の
野
菜
を
使
い
心
の

こ
も
っ
た
お
弁
当
に
参
加
さ
れ
た
方
は
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ン
ペ
コ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に

よ
る
会
場
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演を聴く参加者ら

員
を
募
集
中
で
す
。

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
蕁
53
―

８
０
５
５
）
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ま
ち
の
話
題

一
日
婦
人
消
防
官
を
任
命

ま
ち
の
話
題

竹
炭
交
流
会
開
催

春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
中
の
３
月
７

日
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
（
好
本
消
防
長
）

は
、
町
職
員
で
企
画
総
務
課
所
属
の
竹
田

有
沙
さ
ん
を
一
日
婦
人
消
防
官
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

委
嘱
式
終
了
後
、
地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
東
出

張
所
の
査
察
官
の
方
と
一
緒
に
和
木
５
丁

目
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
を
訪

問
。
台
所
周
り
や
暖
房
器
具
等
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
火
の
元
の
点
検
を
実
施
。
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す

い
季
節
で
す
。
火
の
元
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
４
日
、
関
ケ
浜
で
和
木
町
林
業
研

究
会
（
明
本

二
会
長
）
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
昨
年

に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
竹
林
の
重
要

性
・
整
備
の
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
町
民
の
皆
さ
ん
を
公
募
し
17
名
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員
よ
り
山
口
県
の
竹
林
の

現
状
と
有
効
活
用
法
の
話
を
聞
い
た
後
、

今
回
新
た
に
設
置
さ
れ
た
竹
炭
窯
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
食
事
会
で
は
参
加

者
自
ら
竹
材
を
利
用
し
て
食
器
を
作
り
竹

飯
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
の
交
流

会
を
通
し
て
竹
に
つ
い
て
、
更
に
認
識
が

深
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

食器づくりに挑戦中

ま
ち
の
話
題

新
た
な
希
望
を
胸
に
卒
業
式

３
月
11
日
の
中
学
校
卒
業
式
を
皮
切
り

に
16
日
に
は
幼
稚
園
、
17
日
に
は
小
学
校
、

25
日
に
は
保
育
所
で
終
了
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
17
年
度
は
中
学
校
81
名
、
小

学
生
63
名
、
幼
稚
園
39
名
、
保
育
所
児
23

名
が
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
卒
業
、
卒
園
、
修
了
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ま
ち
の
話
題

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式

ま
ち
の
話
題

は
っ
ち
の
家
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
11
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成

17
年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
団
生
35
名
を

代
表
し
て
剣
道
部
の
泉
原
拓
君
が
指
導
者

や
保
護
者
の
方
々
に
お
礼
の
こ
と
ば
を
伝

え
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
団
生
か
ら
下
級
生
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
よ
り
発
展
す
る
よ

う
に
と
、
団
活
動
で
必
要
と
な
る
用
具
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

卒
団
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

お礼のことばを述べる泉原君

３
月
25
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
内
の

「
は
っ
ち
の
家
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
、
上
岡
収
入
役
は
「
こ
れ
か
ら

こ
の
「
や
ま
も
も
の
里
は
っ
ち
の
家
」
が

新
た
な
交
流
の
場
、
出
会
い
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
は
っ
ち
の
家
で
は
、
や
ま
も
も
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ピ
ザ
、
弁
当
（
予
約
販

売
制
）
や
雑
貨
、
特
産
品
な
ど
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
営
業
日
は
、
土
・
日
、
祝

日
。
た
だ
し
５
月
の
み
平
日
も
営
業
。
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会

（
蕁
53
―

２
０
６
６
）

賑わうやまももの里はっちの家

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

と
　
き
▼
３
月
12
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼
男
子
Ａ
級
（
敬
称
略
）

第
１
位
　
西
原
敏
幸
　
森
　
潤
一
　
　
組

第
２
位
　
後
山
純
二
　
濱
砂
博
之
　
　
組

男
子
Ｂ
級

第
１
位
　
高
松
孝
二
　
大
島
　
孝
博
　
組

第
２
位
　
白
井
邦
正
　
三
分
一
重
厚
　
組

男
子
Ｃ
級

第
１
位
　
大
宮
　
永
　
中
村
　
幹
夫
　
組

第
２
位
　
児
玉
　
功
　
児
玉
未
奈
美
　
組

女
子
一
般

第
１
位
　
濱
砂
あ
け
み
　
嘉
屋
真
奈
美
組

第
２
位
　
本
田
寿
美
子
　
井
原
　
陽
子
組

女
子
Ｄ
級

第
１
位
　
無
津
呂
恵
　
真
部
志
津
香
　
組

第
２
位
　
難
波
一
恵
　
佐
伯
　
和
子
　
組

中
学
生
の
部

第
１
位
　
嘉
屋
侑
馬
　
大
谷
麻
里
子
　
組

第
２
位
　
高
倉
里
奈
　
松
井
　
康
平
　
組

小
学
生
の
部

第
１
位
　
山
本
屋
美
帆
　
山
本
屋
華
帆
組

第
２
位
　
白
井
　
俊
恵
　
高
倉
　
佑
季
組

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
　
き
▼
２
月
26
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼
Ａ
ク
ラ
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
　
野
村
　
淳
・
岡
崎
紀
子
　
組

第
２
位
　
　
村
上
和
俊
・
土
井
千
夏
　
組

第
３
位
　
　
田
中
　
稔
・
松
田
紀
代
子
組

Ｂ
ク
ラ
ス
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
　
小
清
水
啓
子
・
繁
原
節
子
組

第
２
位
　
　
槙
島
昭
男
・
末
岡
和
子
　
組

第
３
位
　
　
吉
森
静
生
・
横
峰
喜
代
子
組

Ａ
ク
ラ
ス
シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
　
田
中
　
稔

第
２
位
　
　
村
上
和
俊

第
３
位
　
　
土
井
千
夏

Ｂ
ク
ラ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
　
石
隈
　
勉

第
２
位
　
　
与
三
本
眞

第
３
位
　
　
槙
島
昭
男

Ｂ
ク
ラ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
　
繁
原
節
子

第
２
位
　
　
塩
田
節
子

第
３
位
　
　
小
清
水
啓
子
・
田
中
悦
子

第
６
回
和
木
町
卓
球
大
会

和木町ゴルフ大会

期　日蜷５月５日豢

場　所蜷和木ゴルフ倶楽部

プレー費蜷９,０００円

（パル付のみ。乗用カート

代・食事代別）

和木ゴルフ倶楽部正会員は

７,０００円（同上）

参加費蜷１,５００円

定　員蜷48組（先着順）

申込期間蜷４月１日貍

～４月18日貂

申込み・問合せ

体育センター

（蕁52―2811）
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算338号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

３
月
８
日
、
町
内
各
子
ど
も
会
の
代
表

者
と
町
子
連
執
行
部
に
よ
る
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
子
ど
も
会
の
平
成
17
年
度
の
行
事
報

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
「
意
見
交
換
会
」

地
域
家
庭
教
育
推
進
事
業

「
就
学
時
子
育
て
支
援
講
座
」

地
域
子
ど
も
教
室
「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
児
童
生
徒
募
集

○
や
き
も
の
体
験
教
室
（
８
回
予
定
）

○
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

（
各
３
回
計
24
回
予
定
）

○
太
鼓
体
験
教
室
（
７
回
予
定
）

○
自
然
観
察
体
験
教
室
（
２
回
予
定
）

平
成
18
年
度
の
地
域
子
ど
も
教
室
「
わ

あ
い
ク
ラ
ブ
」
は
次
の
４
つ
の
教
室
か
ら

選
ん
で
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

「
や
き
も
の
体
験
教
室
」

や
き
も
の
に
関
心
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
陶
芸
の
世
界
を
体
験
し
て
み
た

い
方
。
自
分
の
手
作
り
の
器
や
陶
芸
作
品

を
専
門
の
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
仕
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

「
将
来
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
目
指
し
て
い

る
。」「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
み
た
い
。」「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

を
体
験
し
て
み
た
い
。」
こ
ん
な
ご
要
望

に
お
応
え
し
ま
す
。
運
動
種
目
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
（
軟
式
）、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
体

操
、
弓
道
と
８
種
目
。
小
さ
い
頃
の
子
ど

も
の
運
動
体
験
は
大
人
に
な
っ
て
も
大
変

役
立
つ
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
運

動
経
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
体
力
と
運
動
能
力
・
集
中
力
が
培

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

「
太
鼓
（
た
い
こ
）
体
験
教
室
」

太
鼓
の
響
き
は
日
本
文
化
の
心
、
元
気

な
子
ど
も
は
、
太
鼓
を
思
い
切
り
叩
い
て

み
よ
う
。

町
に
は
四
境
太
鼓
と
四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ

ア
い
う
太
鼓
の
演
奏
団
体
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
仲
間
と
一
緒
に
太
鼓
を
叩
く
体
験
が

で
き
ま
す
。
リ
ズ
ム
感
を
磨
き
、
ス
ト
レ

ス
発
散
、
大
き
な
音
を
ホ
ー
ル
に
響
き
わ

た
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
自
然
観
察
体
験
教
室
」

自
然
の
中
に
出
か
け
、
不
思
議
な
発
見

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
だ
町
近
郊
に
は

多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
海
や
川
、

山
で
は
た
く
さ
ん
の
植
物
や
生
き
物
が
み

ん
な
と
の
出
会
い
を
待
っ
て
い
ま
す
。
自

然
環
境
に
詳
し
い
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、
新
し
い
何
か
を
発
見
し
ま
し
ょ

う
。

※
対
象
は
各
教
室
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
小
中
学
校
よ
り
配
布
さ
れ

る
申
込
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

蕁
53
―

３
１
２
３
）

就学時子育て講座

告
や
町
子
連
行
事
に
対
す
る
意
見
・
要
望

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
に
よ
っ
て
は
児
童
会
員
数
の
減
少

に
伴
い
、
活
動
が
難
し
い
子
ど
も
会
も
あ

る
よ
う
で
す
。
役
員
の
皆
さ
ん
の
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

２
月
22
日
、
和
木
小
学
校
の
入
学
説
明

会
に
合
わ
せ
新
入
学
の
児
童
の
保
護
者
を

対
象
に
子
育
て
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

よ
り
良
い
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
テ
ー

マ
に
「
豊
か
な
発
達
を
願
っ
て
」
と
題
し

て
親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
名
越
万
知

子
先
生
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。「
わ
た

し
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
の
語
り
か
け
や
背
中

を
優
し
く
さ
す
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
気
持
ち
が
落
ち
つ
く
な
ど
実
技
を
混
ぜ

な
が
ら
の
ご
講
話
で
し
た
。
新
年
度
を
迎

え
、
親
子
共
々
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
学

習
・
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

親
業
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
・
子
育

て
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委

員
会
ま
で
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

蕁
53
―

３
１
２
３
）
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2006ローズフェスタ
in 蜂ヶ峯

日　時蜷５月21日豸 ９時～15時

延期の場合は28日豸

満開のバラの中素敵なウエディングを見にきてね。
今年はちびっ子をメインとしたお祭りです。楽し
い企画を募集中です！

★フリーマーケット出店者募集中
（飲食物の出店はできません）

１区画　１,０００円（町内の方）

１区画　２,０００円（町外の方）

★ステージ企画募集中！！

★ロック in ROSE 出演バンド募集中！！

場　所蜷キャンプ場内

特設ステージ

10時～14時30分

問合せ蜷和木町商工会

（蕁53―2066）

竹林ボランティア
和木交流会

蛍の生息する瀬田川沿いの竹林で竹

の子掘りの体験を通じて竹文化や竹林

の適正な管理について勉強してみませ

んか？

主　催蜷竹林ボランティア和木

日　時蜷４月22日貍　９時～15時30分（予定）

場　所蜷瀬田

募集人数蜷先着20名

参加費蜷大人500円、

小人300円

（小学生以下）

申込み期限蜷４月17日豺

問合せ蜷住民サービス課

（蕁52―2135内線204）

※詳細は参加者に別途通知します。

広島東洋カープを
応援しよう！

日　時蜷５月20日貍　14時～　試合開始
北海道日本ハムファイターズ戦

会　場蜷広島市民球場

集　合蜷12時～14時までに球場正面入口の広島広域都市
圏コーナーに集合。受付後にチケット等を配布します。

募集人数蜷300名（申込多数の場合は抽選）

参加費蜷2,500円／１名（弁当・飲物代を含む）
※１塁側２階Ｂ指定席を確保しています。
※３歳以上は参加費が必要です。
※参加者全員にカープグッズ、抽選でサインボールをプ
レゼントします。

申込み蜷小学生以下の場合は保護者の同伴が必要です。
往復ハガキに、参加者全員（５名まで）の住所、氏名、
年齢、電話番号（当日連絡可能な番号）を記入し、４月
21日貊（※消印有効）までに〒730―8586広島市中区国泰
寺町１丁目６番34号　広島市企画調整部内広島広域都市
圏形成懇談会へ

参加者の決定蜷4月28日頃、返信ハガキで通知します。

主　催蜷広島広域都市圏形成懇談会

問合せ蜷広島市企画調整部内広島広域都市圏形成懇談会
（蕁082―504―2016）
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保
健
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

ポ
リ
オ
の
み
集
団
接
種
、
そ
の
他
は
医

療
機
関
で
行
う
個
別
接
種
で
す
。
お
子
さ

ん
の
体
調
の
良
い
時
に
、
下
記
の
と
お
り

受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
接
種
方
法
〉

・
実
施
期
間：

対
象
年
齢
の
期
間
中

・
実
施
場
所：

ポ
リ
オ
の
み
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー

そ
の
他
は
町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機

関
※
県
内
で
あ
れ
ば
下
記
の
医
療
機
関
以
外

で
も
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

事
前
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者：

町
内
に
住
民
票
が
あ
る
乳
幼

児
お
よ
び
学
童

・
予
診
票：

和
木
町
の
予
診
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必

ず
接
種
前
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

・
費
用：

公
費
負
担
の
た
め
無
料

・
持
っ
て
い
く
も
の：

母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票

※
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
麻
し
ん
・
風

し
ん
予
防
接
種
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。

※
平
成
17
年
５
月
30
日
よ
り
日
本
脳
炎
予

防
接
種
は
一
時
中
止
の
状
態
で
す
。
現

時
点
で
は
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

種　　類 対　象　年　齢 標準的な接種年齢 回　　　数 場 所

ポリオ

ＢＣＧ

生後３～90ヶ月未満

※ポリオは春（４月･５月）と秋（９月･10月）に集団接種にて実施します。日程は
広報｢わき｣または母子保健カレンダーにてご確認ください。

生後６ヶ月未満 生後６ヶ月未満 １回

ジフテリア
百 日 せ き
破 傷 風

二種混合

１期初回：生後３～90ヶ月未満 生後３～12ヶ月 ３～８週間あけて３回

１期追加：生後３～90ヶ月未満
（１期初回接種（３回）終了後、６ヶ月以
上の間隔をおく）

１期初回接種（３回）
終了後、12～18ヶ月

１回

２期：11歳以上13歳未満 小学６年生 １回

麻しん
（はしか）

・
風しん

日本脳炎

１期：生後12～24ヶ月未満
１歳の誕生日後
なるべく早目に

１回

２期：５歳以上７歳未満で、小学校就学
の始期に達する日の１年前の日から当該
始期に達する日の前日までの間

年長時 １回

１期初回：生後６～90ヶ月未満 ３歳 １～４週間あけて２回

１期追加：生後６～90ヶ月未満
（１期初回終了後､概ね１年おく）

４歳 １回

２期：９歳以上13歳未満 小学４年生 １回

生後３～18ヶ月 ６週間以上あけて２回 保
健
相
談

セ
ン
タ
ー

町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

〈予防接種の種類と対象〉

〈予防接種を行う医療機関〉

ＮＥＷ！

一時中止！

地区 医療機関 電　話

山
口
県

和木町

岩
国
市

東

山　手

西岩国

平　田

木村医院

中村クリニック

後藤小児科医院

毛利小児科

豊岳小児科医院

岩国病院

高田内科小児科医院

岩国みなみ病院

52-2302

53-8100

21-3586

23-6677

24-9255

41-0850

43-2888

32-4100

地区 医療機関 電　話

山
口
県

広
島
県

岩
国
市

愛　宕

灘

保　津

大竹市

※予約が必要な場合がありますので、直接医療機関にご確認ください。

ひろいし小児クリニック

国立病院機構岩国医療センター

ふじもと小児科

国立病院機構広島西医療センター

荒田クリニック

山根クリニック

二階堂医院

32-7000

31-7121

39-1105

57-7151

53-4100

52-3356

53-7655
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食推さんのおすすめメニュー
かぼちゃの寒天

材料6人分
かぼちゃ 80ｇ
バター 10ｇ
粉寒天 2ｇ
水 100㏄

型に入れる前にアミでこすと滑らかになります。
（食推５班　中原　清美）

砂糖 40ｇ
牛乳 100㏄

作り方

① かぼちゃを茹でてつぶす

かぼちゃは、皮を除き、一口大に
つぶす。
茹でてざるにとり、バターを加えて
つぶす。

②寒天を煮溶かす

粉寒天は、分量の水に溶き、火にかけ、２～３分煮る。
砂糖を加えて混ぜながら、さらに１～２分煮溶かす。
火から下ろして、熱いうちに、かぼちゃ、牛乳を加えてよく混ぜる。
型に入れて冷やす。

総合健診を申込みされた方にはすでに受診票のセットを

お配りしました。必ず開封して、内容を確認してください。

特に通知書には、指定の受付日・受付時間を記載していま

すので、都合が合わない方は3日前までに保健相談センタ

ーへご相談ください（蕁52―7290）。

健診車（バス）が４台駐車しますので、保健相談センタ

ー付近は駐車できません。お車でのご来場はご遠慮くださ

い。（駐車スペースが少なく、ご迷惑をおかけしますが、

ご協力をお願いいたします。）

〈その他の注意事項〉

・ 受診票にはすべて鉛筆、またはシャープペンシルで濃

く記入してください。（基本健診は、マークシート方式

です。今回から65歳以上の方で基本健診を受ける方は、

受診票の裏面「生活機能評価問診票」の記入も必要で

す。）

・ 健診料金はつり銭が要らないように、準備してくださ

いますようご協力をお願いします。

・ 詳しくは添付の｢健診の正しい受け方｣を、お読みくだ

さい。

問合せ蜷保健相談センター（蕁52―7290）

総合健診のお知らせ

会　場蜷保健相談センター

時　間蜷10時～11時30分

準　備蜷アロマテラピーは実習材料費500円。

エアロビクス・ウォーキングは動きやすい

服装・靴・タオル・バスタオル・お茶。

申込み蜷各回1週間前までに保健相談センターへ。

（蕁52―7290）

定員はすべて15人。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

月　日（曜）

５月17日（水）

６月23日（金）

７月14日（金）

８月30日（水）

９月22日（金）

10月20日（金）

11月29日（水）

12月15日（金）

１月19日（金）

２月21日（水）

内　　容

アロマテラピー

アロマテラピー

エアロビクス

アロマテラピー

ウォーキング

アロマテラピー

アロマテラピー

エアロビクス

ウォーキング

アロマテラピー

元気アップ教室

保セ・・・保健相談センター　　※４月20日貅は総合健診のため、プレイルームはお休みです。

健康カレンダー （４月15日～5月15日）
月 日（曜）

４月15日貍

４月17日豺

４～22日貍

４月24日豺

４月26日貉

４月27日貅

５月01日豺

５月11日貅

５月12日貊

行　　　　事

総合健診

子宮がん検診

1歳6ヶ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

健康相談

両親教室

プレイルーム

健康相談

ポリオ

受付時間

指定受付時間

指定受付時間

12：45～13：00

10：00～15：00

09：30～10：00

09：30～11：30

10：00～15：00

10：00～10：30

13：30～14：20

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ

関ヶ浜分館　

保　　　セ

保　　　セ　

体育センター

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

申込み済みの方

申込み済みの方

平成16年9月～10月生まれ

平成15年3月～4月生まれ

乳幼児とその保護者の方

一般の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

一般の方

平成10年11月13日～平成18年2月12日生まれ

寒天 

砂糖 

かぼちゃ 

牛乳 MILK

バター 
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆ＴＨＡＮＫＳ/ｗ－inds.
☆ＫＪ１ Ｆ･Ｔ･Ｏ/関ジャニ∞（エイト）
☆Ｃａｌｌ me Ｍiss.../Ｃrystal Ｋay
☆レインボー７/モーニング娘

＜一般書＞
『プラスティック･ソウル』 阿部和重著　
『オーラの条件』 林真理子著　
『今夜は心だけ抱いて』 唯川　恵著　
『黒い太陽』 新堂冬樹著
『四十一炮　上･下』 莫言著
『使い捨てられる若者たち　アメリカのフリータ
ーと学生アルバイト』 スチュアート･タノック著　

大石　徹訳

＜児童書・絵本＞
『わたしのカラス研究』

柴田佳秀文　田沢梨枝子絵
『フクロウの大研究』 国松俊英文　関口シュン絵
『アホウドリに夢中』 長谷川博作
『しんかいぎょっ！絵本すいぞくかん』全３巻

友永たろ絵　なかのひろみ文
『歌舞伎　市川染五郎　私がご案内します』

全３巻　市川染五郎著

☆Ｂest～second session～/倖田來未　
☆ether/remioromen
☆ＴＨＥ ＬＯＶＥ ＲＯＣＫＳ/

ＤＲＥＡＭＳ ＣＯＭＥ ＴＲＵＥ　
☆ＯＵＴＧＲＯＷ/ＢoＡ

『罪の意味 少年Ａ仮退院と被害者家族の８年』
柴谷真理子著　

『ニッポンを解剖する』 養老孟司著　
『耐震偽装　なぜ、誰も見抜けなかったのか』

細野　透著
『美しい日本語の辞典』 小学館国語辞典編集部編

『10ぴきのかえるのピクニック』
間所ひさこ作　仲川道子絵　

『オホーツクの十二か月　
森の獣医のナチュラリスト日記』

竹田津実文･写真
『きっと天使だよ』

ミーノ･ミラーニ作　関口英子訳

今月の休館日 3日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）・29日（祝）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷４月15日貍 10時30分～

おはなし会サークル
「ゆびとま」

日　時蜷４月15日貍 15時～
おはなし会「ぴのきお」

対象者蜷幼児・小学生
場　所蜷図書館絵本のコーナー
問合せ蜷図書館（蕁54―0222）

☆新刊を全て紹介することができません。図書館ホームページに掲

載していますのでご覧ください。

☆第９回図書館まつりの古本バザーは、おかげさまで大盛況でした。

ご協力有難うございました。

☆おはなし会を毎月第３土曜日の10時30分からと、15時から図書館

絵本のコーナーで行っています。多数のご来場をお待ちしていま

す。

問合せ蜷図書館（蕁54―0222）
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町は、「地球温暖化」を社会問題と位置付け、問題解決のための施策実現の中心的役割を担うため、
町内公共施設において勤務者、利用者等関係者が一体となり、環境に配慮した行動を率先垂範するた
めの実行計画を策定しました。

地球温暖化防止は21世紀における最重要課題のひとつです

このまま何も対策をとらなければ、2100年には、地球の平均温度は、最大3.５度上昇すると言われています。
この影響を受け、大雨、干ばつ等の異常気象、海面の上昇による水没、砂浜の消失、農産物の減産による食糧
危機、気象の変化に対応できない動植物の絶滅、熱帯性伝染病の流行などが予想されています。

日本は、地球温暖化の進行に歯止めをかけるため、平成９年に開催された地球温暖化防
止京都会議で、平成２０年から２４年にかけてＣＯ２などの温室効果ガスの排出量を平成
２年に比べて６％削減することを国際公約しました

期　　間 平成18年度～平成22年度

対　　象 町内公共施設（一部を除く）

の勤務者・利用者等

結果の公表と見直し

毎年度計画の見直しを行い、各年度の

目標達成状況は、広報紙およびホームペ

ージで公表します

温室効果ガスの削減目標

平成16年度を基準に計画期間内に６％削減します。

主な取り組み

＜環境負荷軽減＞

１　省エネルギー、省資源および廃棄物の発生抑制 ⑤　省資源、廃棄物削減

①　電気、ガス、ガソリン等の使用量の削減 ・両面印刷、両面コピー、裏紙の使用

②　冷暖房の温度管理および使用期間の限定 ・分別回収、リサイクルの実施

・冷房28度設定、６月～９月 ⑥　廃棄物発生の抑制

・暖房20度設定、11月～３月 ２　環境に配慮した公共施設の維持補修

・環境配慮物品の購入　 ＜環境保全活動＞

・ノー残業デーの実施 １　美化活動への積極的な参加

・ノーマイカーデーの実施 ２　自然環境への配慮

③　クールビズ、ウォームビズの実施　　　　　　　　

④　グリーン購入　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ蜷住民サービス課（蕁52―2135内線204）

和木町地球温暖化対策実行計画を策定

室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します室温効果ガスを6％削減します

実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要実行計画の概要
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
４
月
20
日
貅
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
５２
―

８
６
４
４
）

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
〜
１６
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

日
　
時
▼
５
月
13
日
貍
　
10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号

薔
０
１
２
０
―

０
０
３
―

８
２
１

内
　
容
▼
消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困
り
の
方

に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け
た
債
務

整
理
手
続
の
紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
蕁
０
８
３
４
―

３
２
―

５
７
７
８
）

業
務
内
容
▼
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査

募
集
人
員
▼
若
干
名

応
募
資
格
▼
60
歳
以
下
の
方
で
、
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
お
よ
び
普
通
自
動
車
免

許
の
あ
る
方
。
ま
た
、
平
成
18
年
５
月
か

ら
業
務
が
行
え
る
方

勤
務
日
時
▼
調
査
員
と
申
請
者
等
と
で
調

整
し
た
日
時

調
査
場
所
▼
町
内
ま
た
は
近
隣
市
の
申
請

者
の
自
宅
、
入
所
施
設
、
病
院

報
　
酬
▼
調
査
１
件
に
つ
き
、
町
内
２
、

５
０
０
円
、
町
外
３
、５
０
０
円

募
集
締
切
り
▼
４
月
21
日
貊

申
込
方
法
▼
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
に

履
歴
書
及
び
介
護
支
援
専
門
員
登
録
証
明

心

配

ご

と

相

談

司
法
書
士
サ
ラ
金
・

ヤ
ミ
金
無
料
電
話
相
談
会

各
　
種
　
相
　
談

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
▼
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
１
４
）

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
お
よ
び
福
祉
活
動

の
補
助

募
集
人
数
▼
１
名

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
15
時

応
募
資
格
▼
町
内
在
住
で
60
歳
未
満
の
方

普
通
自
動
車
免
許
証
所
持
お
よ
び
パ
ソ
コ

ン
が
利
用
で
き
る
方

応
募
方
法
▼
４
月
17
日
豺
ま
で
に
履
歴
書

を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
52
―

８
６
４
４
）

受
験
資
格
▼
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和

60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

で
次
に
掲
げ
る
方

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
19
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
。
ま
た
は
同
等
の
資
格
が
あ
る
方

採
用
予
定
人
数
▼
９
５
０
名
（
予
定
）

試
験
の
程
度
▼
大
学
卒
業
程
度

受
付
期
間
▼
４
月
３
日
豺
〜
14
日
貊

（
14
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
地
▼
広
島
市
、
岡
山
市
な
ど

第
１
次
試
験
日
▼
６
月
11
日
豸

試
験
科
目
▼
教
養
試
験
、
専
門
試
験

問
合
せ
▼
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

（
蕁
０
８
２
―

２
２
１
―

９
２
１
１
）

国
税
専
門
官
募
集

介
護
保
険
認
定
調
査

員
を
募
集
し
ま
す

募
集
・
試
験

社
会
福
祉
協
議
会
パ
ー
ト
募
集

障
害
者
扶
助
料
・

児
童
福
祉
年
金
制
度

●
和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

■
支
給
額
　
16
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
以
上
で
、
身
障
手
帳

１
・
２
級
お
よ
び
療
育
手
帳
A
・
B
所

持
者
、
精
神
障
害
者
で
国
民
年
金
法
施

行
令
別
表
に
規
定
す
る
方
で
在
宅
の

方
。
※
公
的
年
金
受
給
者
は
半
額

●
和
木
町
児
童
福
祉
年
金

■
支
給
額
　
８
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳

１
・
２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
A
所
持
者

■
支
給
額
　
７
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
３

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
所
持
者
　

※
今
月
は
、
障
害
者
扶
助
料
お
よ
び
児

童
福
祉
年
金
後
期
分
の
支
給
月
で
す
。

民
生
委
員
の
方
が
お
届
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
８
）

無
料
法
律
相
談
開
催

日
　
時
▼
５
月
９
日
貂
13
時
〜
16
時

（
受
付
時
間
）

※
事
前
の
受
付
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　
所
▼
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩

国
支
部
３
階
会
議
室

内
　
容
▼
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係

等
の
法
律
上
の
問
題

問
合
せ
▼
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩

国
支
部
　
　
　
　
（
蕁
41
―

０
１
６
１
）
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場
　
所
▼
山
の
手
第
１
棟
お
よ
び
３
棟

募
集
戸
数
▼
１
〜
３
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
者
家
賃
▼
２
４
、
９
０
０
円
〜
６
０
、

９
０
０
円
（
所
得
に
よ
り
決
定
）

共
益
費
▼
約
２
、
０
０
０
円

駐
車
ス
ペ
ー
ス
▼
各
戸
１
台

申
込
資
格
　
　
　
　
　
　
　

1.

現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
方
）

2.

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
方

3.

入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収

入
の
合
計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
方

（
例
）
給
与
所
得
者
１
名
で
扶
養
家
族

が
３
名
の
場
合
、
３
、５
４
０
、０
０
０

円
以
内
で
あ
れ
ば
収
入
基
準
範
囲
で
す

（
詳
し
く
は
担
当
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

4.

原
則
と
し
て
、
町
内
に
居
住
す
る
連

帯
保
証
人
（
２
名
）
の
あ
る
方

5.

現
在
、
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
町
村

営
住
宅
）
に
居
住
し
て
い
な
い
方

6.

地
方
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

入
居
可
能
日
▼
５
月
１
日
豺
（
予
定
）

申
込
期
間
▼
４
月
３
日
豺
〜
14
日
貊

（
期
間
厳
守
）

申
込
に
必
要
な
書
類
▼
申
込
書
、
所
得
証

明
書
、
住
民
票
等

入
居
者
決
定
方
法
▼
入
居
の
申
込
み
多
数

の
場
合
、
入
居
資
格
を
有
す
る
申
込
者
の

中
か
ら
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
２
）

平
成
18
年
度
の
労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格
▼
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
日
▼
第
１
次
試
験
６
月
11
日
豸
第
２

次
試
験
７
月
25
日
貂
、
26
日
貉
の
う
ち
指

定
さ
れ
た
日

試
験
地
▼
広
島
市
、
福
岡
市
な
ど

受
付
期
間
▼
４
月
３
日
豺
〜
４
月
14
日
貊

採
用
予
定
者
人
数

労
働
基
準
監
督
官
Ａ
（
法
文
系
）
約
60
名

労
働
基
準
監
督
官
Ｂ
（
理
工
系
）
約
25
名

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
総
務
部
総
務
課

（
蕁
０
８
３
―

９
９
５
―

０
３
６
０
）

試
験
の
種
類
▼
甲
、
乙
、
丙
種

試
験
日
▼
６
月
18
日
豸

試
験
実
施
場
所
▼
岩
国
市
な
ど

受
験
資
格
▼
乙
種
お
よ
び
丙
種
は
、
誰
で

も
受
験
で
き
ま
す
。
甲
種
は
、
一
定
の
資

格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
４
月
10
日
豺
〜
４
月
21
日
貊

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
　
日
▼
６
月
１
日
貅
、
２
日
貊

受
講
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
　
　
　
　
　
（
蕁
22
―

１
３
２
０
）

町
営
山
の
手
団
地
入
居
者
募
集

労
働
基
準
監
督
官
募
集

期
　
間
▼
５
月
17
日
貉
〜
５
月
27
日
貍

※
日
曜
日
を
除
く
10
日
間
（
13
時
〜
17
時
）

場
　
所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

内
　
容
▼
芝
生
の
管
理
、
樹
木
の
剪
定
な

ど対
　
象
▼
雇
用
・
就
業
を
希
望
す
る
60
歳

台
前
半
の
方

受
講
料
▼
無
料

募
集
人
員
▼
20
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

問
合
せ
▼
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会（

蕁
０
８
３
―

９
２
１
―

６
０
７
０
）

「
２
０
０
６
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
５
０
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
迴

募
集
期
間
▼
４
月
24
日
豺
〜
６
月
23
日
貊

実
施
期
間
▼
７
月
４
日
貂
〜
同
年
11
月
30

日
貅
ま
で
の
１
５
０
日
間

コ
ー
ス
別
及
び
参
加
人
数
▼
オ
フ
ィ
ス
・

コ
ー
ス
（
事
業
等
）
１
チ
ー
ム
５
名
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ー
ス
（
家
族
お
よ
び
身
近

な
友
人
）
１
チ
ー
ム
３
名
、
シ
ル
バ
ー
・

コ
ー
ス
（
全
員
が
65
歳
以
上
）
１
チ
ー
ム

３
名
（
参
加
費
〜
無
事
故
・
無
違
反
を
証

明
す
る
「
運
転
記
録
証
明
書
」
の
申
請
手

数
料
１
人
当
た
り
７
０
０
円
が
必
要
）

賞
　
品
▼
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
１
〜
３

０
万
円
程
度
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
ま
た
は

商
品
券
等
１
２
０
本
程
度
を
贈
呈

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
０
７
）

平

成

18

年

度

前

期

危
険
物
取
扱
者
試
験

無
事
故
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト

労
働
保
険
の
保
険
料
は
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
を
単

位
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

手
続
期
間
▼
４
月
１
日
貍
〜
５
月
22
日
豺

申
告
受
付
相
談
会
▼
４
月
26
日
貉
、
５
月

15
日
豺
、
５
月
16
日
貂
　
10
時
〜
15
時

会
　
場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

問
合
せ
▼
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
　
　
（
蕁
０
８
３
―

９
９
５
―

０
３
６
６
）

縦
覧
で
き
る
方
▼
町
に
固
定
資
産
税
を
納

め
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
代
理
人

（
委
任
状
が
必
要
）
※
自
己
資
産
に
関
す

る
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
に
つ
い
て

は
、
５
月
中
旬
頃
に
送
付
予
定
の
「
固
定

資
産
（
土
地
・
家
屋
）
明
細
書
」
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の
▼
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
）、
代

理
人
は
委
任
状
、
借
地
・
借
家
人
の
場
合

は
、
契
約
書
な
ど
の
権
利
が
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
▼
４
月
３
日
豺
〜
５
月
31
日
貉

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

場
　
所
▼
税
務
課

手
数
料
▼
閲
覧
・
証
明
に
つ
い
て
は
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中
の
納

税
義
務
者
本
人
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
無
料

で
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
１
３
）

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は
５
月
22
日
ま
で
に

固
定
資
産
税
台
帳
の

縦

覧

に

つ

い

て

シ

ニ

ア

の

た

め

の

緑
地
保
全
管
理
講
習
会
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☆　平成18年度から高齢者の方の介護保険料が変わります

65歳以上の方の保険料は３年に一度改定されますが、平成18年度

がその改定の年に当たります。和木町の介護保険料はこれまで月額基

準額３,４００円（段階別に異なる）でしたが、平成18～20年度は

３,７００円となります。
保険料は平成18年度から20年度までの３年間に提供される介護サ

ービスの費用の見込に基づき、算定しています。

介護保険は「みんなで支え合う、助け合いの制度」です。その運営

は、皆さんからの保険料で成り立っておりますので、ご理解いただき

ますようよろしくお願いいたします。

なお、新しい保険料については、７月中旬頃通知します。

65歳以上の方の保険料（月額）

介護保険のお知らせ介護保険のお知らせ

第１段階

１,８５０円

（１,７００円）

生活保護受給

者、老齢福祉

年金受給者

第２段階

１,８５０円

（２,５５０円）

世帯全員が住

民税非課税で

課税年金収入

額が80万円

以下

第３段階

２,７７５円

（２,５５０円）

世帯全員が住

民税非課税で

第２段階以外

第４段階

３,７００円

（３,４００円）

本人が住民税

非課税（世帯

のどなたかが

課税）

第５段階

４,６２５円

（４,２５０円）

本人が住民税

課税で合計所

得金額200万

円未満

第６段階

５,５５０円

（５,１００円）

本人が住民税

課税で合計所

得金額200万

円以上

（ ）内は改正前

＊税制改正の影響で所得段階が変わる方には、２年間緩和措置があります。

☆　地域包括支援センターの創設（平成19年4月開設予定）
蘆 高齢者が住みなれた地域で、安心して生活を続けられるように、介護保
険やその他のサービスを上手に利用するための総合的な支援を行います。

蘆 要支援１及び要支援２の方の介護予防サービス計画（介護予防ケアプラ
ン）の作成は、地域包括支援センターが行います。

蘆 高齢者の方の総合相談窓口としてご利用ください。
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☆　地域密着型サービスの創設（平成18年4月開始）
蘆 認知症の方をはじめ、高齢者が住みなれた地域での生活を継続するため
のサービスで、内容は、以下のものです

蘆 町内には、これらのサービスを提供する事業者がないため、近隣のサー

ビスを利用することとなります。利用を希望される場合は、
保健福祉課介護保険係にご相談ください。

☆　地域支援事業の創設（平成18年4月開始）
蘆 生活機能が低下していて、介護が必要となるおそれがある方（特定高齢
者）に対して、介護予防事業を実施します。また、一般の高齢者の方にも
健康づくりや生活支援のサービスなどを提供します。

●小規模多機能型居宅介護
●夜間対応型訪問介護
●認知症対応型通所介護
●認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
●地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
●地域密着型特定施設入所者生活介護

介護予防に関する知識の普及・啓発や、健康づくりのために各種教室を開催します。

（例）転倒骨折予防教室（転ばぬ先のちえ教室）、健康体操

（例）介護予防に関する講習会の開催

特定高齢者施策

運動器の機能向上

栄養改善

口腔機能向上

閉じこもり予防

認知症予防

うつ予防

介護が必要となるおそ

れがある高齢者の把握

蘆医療機関・民生委員

等からの連絡

蘆保健師等の訪問活動

蘆要介護認定の非該当

者

地域包括支援センター

（平成18年度は保健相

談センター）で、課題

を分析した上で、介護

予防プランを作成しま

す。それに基づいて、

次のサービスを提供し

ます。

一般高齢者施策

蛔 蛔
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住宅用火災報知器を設置しましょう！
消防法が改正され、全国一律に住宅用火災報知器等の設置が義務付けられました。

◆なぜ住宅に「火災報知器」が

必要なのですか？

住宅火災による死者が急増中、

しかも死者の半数が高齢者です。

◆住宅用火災報知器は

どんなもの？

「煙」に反応するタイプ（煙式）と「熱」に反

応するタイプ（熱式）の２種類があります。

年金制度が変わります！！
○年金額の改定
年金額は、現役世代の負担とのバランスの観点か

ら、前年の消費者物価が下落した場合には、それに
合わせて引き下げるよう法律で定められています。
平成18年度は、平成17年の全国消費者物価指数が、

対前年マイナス0.3％であったため、平成18年度の
年金額は、前年度より0.3％引き下げられます。
平成18年度の年金額

※ 平成18年6月支払分（4月分、5月分）から下がり
ます。
○障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給でき
るようになります
障害を持ちながら働いたことが評価される仕組み

として、平成18年度から、65歳以上の方は、障害基
礎年金と老齢厚生年金、障害基礎年金と遺族厚生年
金の組み合わせについて併せて受給（併給）するこ
とができるようになります。
なお、併給を申請される場合は、選択申出書を提

出してください。
問合せ蜷岩国社会保険事務所（蕁24―2222）

“学生納付特例制度”をご存知ですか？
20歳以上であれば、学生の方も国民年金に加入しなけ

ればなりません。しかし、ほとんどの方は所得がありま

せん。そこで、学生本人の所得が一定額以下であれば、

親の所得に関係なく在学期間中の保険料を社会人になっ

てから納めることができる「学生納付特例制度」があり

ます。

学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に

は算入されますが、年金額の計算には反映されません。

また、障害や死亡といった不慮の事態における障害基

礎年金・遺族基礎年金についても、受給資格期間に算入

されます。受給資格要件を満たしていれば、満額の障害

基礎年金・遺族基礎年金を受け取ることができます。

申請手続き

学生納付特例制度を申請するには、承認を受ける必要

がありますので、在学証明書または学生証を持参してく

ださい。

この申請は、前年の所得を確認して決定されますので

年度ごとに申請が必要となります。

承認期間蜷４月から平成19年３月

※申請の届出が遅れた場合でも４月までさかのぼって

特例を受けることができます。

問合せ蜷保健福祉課（蕁52―2135内線207）

90％ 

蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆

国民年金
〔老齢基礎年金（満額の場合）〕

平成17年度

66,208円

平成18年度

66,008円
（△200円）

※この法律の改正は、新築住宅は６月１日から適用

されます。

（既存住宅は平成23年５月31日までに設置）

◆「感知器」の性能は？

火災報知器の規格は法令で

定められており、日本消防協

会の鑑定を受けたものには

「ＮＳマーク」が付いています。

◆悪質業者には十分に注意しましょう！

訪問販売で不適切な価格で販売する場合が想定さ

れます。消防職員が住宅用火災報知器を販売するこ

とはありません。製品を購入する際は、価格等よく

確かめましょう。

問合せ蜷岩国地区消防組合予防課（蕁22―1320）
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林野火災にご注意！
最近の傾向として、いったん火災になるといっきに拡

大し消火困難な火災が多発しています。

空気が乾燥しやすい時期、ちょっとの風でも大火にな

る可能性がありますので、行楽や農作業の時、林野での

裸火の取扱いに細心の注意を払いましょう。

たき火をする時は、人が監視し、水バケツ等の消火準

備をしましょう。又、風の強い日や乾燥注意報の発令時

にはひかえるようにしましょう。

車からのたばこの投げ捨てはやめ、美しく豊かな自然

を守るため、火災予防を心掛けましょう。

問合せ蜷岩国地区消防組合予防課（蕁22―1320）

平成18年度交通事故相談の実施について
山口県では交通事故に遭われた方の救済対策の一

環として、平成18年度においても下記のとおり常設
の事故相談所を設け、交通事故相談に応じます。

名　　称 所　在　地 相談時間

山口県交通事故

相談所

山口市小郡下郷3560―2
山口県総合交通センター内
蕁083―973―2316

山口県交通事故
岩国相談所

岩国市山手町1―18―13
岩国市役所山手庁舎内
蕁21―0593

月曜日～金曜日

8時30分～17時

（祝祭日は除く）

山口県職員採用試験実施について
平成18年度山口県職員採用試験と次のとおり実施する予定です。
試験日程、試験区分などは都合により変更する場合があります。また、受験資格は、職種によって年齢が異な

るもの一定の資格、免許等を必要とする場合があります。受験申込みの際には、必ず各試験の「受験案内」で確
認してください。
各試験の募集職種・人数、試験内容、受験手続などの詳細についても、各試験の「受験案内」をご覧ください。

実施日程等

申込み・問合せ蜷山口県人事委員会事務局（蕁083―933―4474）

区分 受験資格 受付期間 第１次試験 第２次試験 最終合格発表

上級試験
昭和52年4月2日～
昭和60年4月1日

５月15日豺～
６月２日貊～

６月25日豸 ７月下旬 ８月下旬

中級試験
昭和56年4月2日～
昭和62年4月1日

７月４日貂～
８月25日貊～

９月24日豸 10月下旬 11月中旬

初級試験
昭和60年4月2日～
平成元年4月1日

同　上 同　上 同　上 同　上

医療系職種採用
試験

昭和52年4月2日以降
に生まれた方

同　上 同　上 同　上 同　上

警察官A男性
昭和52年4月2日以降
に生まれた方

５月15日豺～
６月９日貊～

７月９日豸
７月下旬～
８月上旬～ ８月下旬

警察官A女性 同　上 同　上 同　上 同　上 同　上

警察官B男性
昭和52年4月2日～
平成元年4月1日

７月４日貂～
８月25日貊～

９月17日豸 10月中旬 11月中旬

警察官B女性 同　上 同　上 同　上 同　上 同　上
身体障害者
採用選考

昭和52年4月2日～
平成元年4月1日

７月４日貂～
９月１日貊～

10月１日豸 10月下旬 11月中旬

夜間・休日交付を実施しています（事前に電話等で予約してください）

交付できる証明書

住民サービス課　・住民票の写し

・住民票の除票の写し

・印鑑登録証明書

税　務　課

・町県民税関係証明書

・固定資産税関係証明書

・納税証明書

予約受付時間蜷８時30分～16時まで

交付時間蜷月曜日から金曜日　

17時15分から20時まで

土・日曜日および祝祭日

９時から20時まで

予約方法・問合せ蜷

（蕁52―2135 住民サービス課内線206・税務課内線202）

ＦＡＸ　52―7277

Ｅメール（住民サービス課　jumin@town-waki.jp）

（税　　務　　課　zeimu@town-waki.jp）

※ＦＡＸおよびＥメールによる予約は、電話確認を

させていただきます。

交付場所蜷役場当直室　※受領は本人確認のため、

免許証等が必要です。

交付手数料蜷１通200円

※電子申請・届出サービスを利用される場合は、和

木町のホームページからアクセスしてください。

ホームページアドレス　http://www.town-waki.jp
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（
３
月
11
日
句
会
）

大
漁
の
旗
の
真
上
を
春
の
雁

陣
場
　
直
雄

あ
た
た
か
や
飼
主
に
似
る
犬
の
顔

陣
場
　
孝
子

初
蝶
や
小
さ
き
椅
子
の
出
来
上
が
る

浜
田
千
代
美

啓
蟄
の
草
食
む
牛
の
涎
か
な

越
智
　
幸
子

ラ
ン
ド
セ
ル
春
一
番
の
中
帰
る

浦
　
　
盈
子

夕
映
や
船
に
群
れ
飛
ぶ
春

小
川
　
誉
子

犬
ふ
ぐ
り
群
れ
咲
く
野
辺
に
忘
れ
鍬

灰
岡
　
美
穂
子

糸
張
り
て
畝
ま
っ
す
ぐ
に
芋
植
う
る

平
岡
　
菊
江

春
雷
や
夜
半
に
寝
返
へ
り
打
ち
し
と
き

山
重
　
杵
子

里
山
に
炭
焼
く
煙
初
音
き
く

与
三
本
愛
子

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
無
料
で
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

先
月
ま
で
は
「
消
費
者
生
活
相
談

だ
よ
り
」
と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
は
「
消
費

者
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
全
国
的
に
も

相
談
件
数
の
多
い
事
案
を
中
心
に
し

て
お
届
け
し
ま
す
。
今
月
は
、
県
内

消 費 者 
コーナー 

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
―

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
―

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
8
3
―

9
2
4
―

2
4
2
1
）

に
お
い
て
も
全
国
的
に
も
相
談
件
数

の
最
も
多
い
架
空
請
求
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

架
空
請
求
と
は

全
く
身
に
覚
え
の
な
い
お
金
を
督
促

す
る
よ
う
な
手
紙
（
葉
書
）
が
〇
〇

債
権
者
管
理
組
合
と
い
う
よ
う
な
名

前
の
団
体
か
ら
届
い
た
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
な
も

の
を
架
空
請
求
と
い
い
ま
す
。

な
ぜ
送
ら
れ
て
く
る
の

悪
質
業
者
が
不
特
定
多
数
の
人
に
手

紙
を
送
り
、
連
絡
を
待
っ
て
い
る
の

で
す
。
記
載
し
て
あ
る
連
絡
先
に
電

話
等
を
す
る
と
、
相
手
の
知
ら
な
い

電
話
番
号
等
を
相
手
に
知
ら
す
こ
と

に
な
り
、
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
わ
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
心
当

た
り
の
な
い
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き

た
際
に
は
役
場
や
く
ら
し
の
相
談

員
、
警
察
等
に
相
談
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
の
一
斉
注
射

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
年
１
回

必
ず
こ
の
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

飼
い
犬
を
登
録
済
み
の
方
に
は
、

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ

キ
と
料
金
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
だ
未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、
登
録
手
数
料
を
含
め
た
料
金

を
持
参
の
う
え
、
ご
来
場
の
際
に
登

録
の
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
４
月
27
日
貅
　
雨
天
決
行

会
場
お
よ
び
時
間

関
ヶ
浜
分
館
９
時
〜
９
時
20
分

瀬
田
分
館
　
９
時
35
分
〜
９
時
55
分

大
谷
集
会
所
10
時
５
分
〜
10
時
15
分

瀬
田
３
丁
目
集
会
所

10
時
30
分
〜
11
時

福
祉
会
館
駐
車
場

11
時
15
分
〜
11
時
55
分

和
木
４
丁
目
第
１
集
会
所

13
時
10
分
〜
13
時
30
分

和
木
５
丁
目
集
会
所

13
時
40
分
〜
14
時

料
　
金

注
射
の
み
の
方

注
射
料
金

２
、４
０
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

合
　
計

２
、９
５
０
円

登
録
が
必
要
な
方

注
射
費
用

２
、９
５
０
円

登
録
手
数
料

３
、０
０
０
円

合
　
計

５
、９
５
０
円

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）



22

和木町のごみの出し方

節
分
に
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流
れ
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よ
り
も
丈
夫
な
友
の
訃
報
あ
り

松
は
撓し

な

り
ぬ
寒
中
の
空

正
中
ツ
ヤ
子

春
近
し
庭
の
紅
海
三
分
咲
き

毎
朝
「
オ
ハ
ヨ
」
と
ほ
ほ
え
み
か
け
る

広
宇
次
信
子

如
月
の
空
青
く
澄
み
「
藍
ち
ゃ
ん
」
の

大
雪
像
の
笑
顔
ま
ぶ
し
き

藤
上
　
紀
子

その84

電気式生ごみ処理機購入補助制度
この制度は、生ごみの減量化とリサイクルを進めるために電気式生ごみ処理機を購入された方に
補助金を交付する制度です。ご希望の方は、購入される前に住民サービス課までご相談ください。

対象者蜷町内居住者（１世帯１台）
補助金蜷購入金額の１/２（限度額２５,０００円）
問合せ蜷住民サービス課（蕁52―2135内線204）

ごみの収集日や分別方法を記載した「和木町家庭ごみ収集
カレンダー」を全戸にお送りしております。よくご覧いただき
まして、ごみの分別収集にご協力をお願いします。
ごみ袋は、「可燃ごみ・プラスチック指定袋」「金属・不燃ごみ
指定袋」と２種類あり、それぞれ大と小がありますので、必要
に応じてお使いください。
また、町内の店舗（一部を除く）並びに役場窓口で
販売しております。
新しく和木町に転入された方には、転入手続きを
されるときにカレンダーと分別のポスターをお渡し
します。
また、ご不明な点がありましたらお問合せください。
問合せ蜷住民サービス課
（蕁52―2135内線204）

「和木町家庭ごみ収集カレンダー」

「可燃ごみ・プラスチック指定袋」（小）「金属・不燃ごみ指定袋」（小）

３月に各家庭にお配りいたしました

「和木町家庭ごみ収集カレンダー」の中で

一部日付に誤りがありましたので訂正し

てお詫びいたします。

７月「19」→「12」

９月「28」→「21」・「21」→「28」

お
詫
び
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平成18年3月1日現在 

総人口 6,665人 
 (＋28） 
世帯数 2,640世帯 
 （＋14） 
和木町の面積  10.56裄 

3,314人 　男 
(＋8)

女 　3,351人 
(＋20)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

住宅使用料………４月分
町税などの納付は便利な口座

振替をご利用ください。また、

口座振替依頼書は、町内の金融

機関（大竹市については一部）

や役場にあります。

問合せ蜷税務課

（蕁52―2135内線203）

今月の納税

平成15年の受動喫煙防止法の施行を受け、学校施設では、分煙や校舎
内禁煙に取り組んで参りました。子どもの健康被害の防止や喫煙防止教
育をより一層充実させるために平成18年４月１日より、学校敷地内禁煙
を実施することに致しました。ご理解とご協力をお願いいたします。
問合せ蜷教育委員会（蕁53―3123）

学校敷地内禁煙
への御協力を

4
月
1
日
付
異
動

町
職
員
の
異
動

【
敬
称
略
】

（

）
内
は
旧
職

企
画
総
務
課

田
中
　
敬
子
　
係
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
係
長
）

嘉
屋
　
信
明
　
係
長

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

桑
野
　
尚
子
　
係
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
事
務
吏
員
）

山
本
　
悦
史
　
事
務
吏
員

（
体
育
セ
ン
タ
ー
事
務
吏
員
）

保
健
福
祉
課

渡
邊
　
良
平
　
係
長

（
都
市
建
設
課
係
長
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

小
林
　
敏
幸
　
所
長

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
）

都
市
建
設
課

森
本
　
康
正
　
課
長
補
佐

（
教
育
委
員
会
係
長
）

池
田
　
　
剛
　
係
長

（
都
市
建
設
課
事
務
吏
員
）

教
育
委
員
会
事
務
局

松
井
　
敏
浩
　
係
長

（
企
画
総
務
課
係
長
）

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

田
中
　
良
野
　
事
務
吏
員

（
企
画
総
務
課
事
務
吏
員
）

幼
稚
園

豊
島
　
弘
子
　
主
任
保
育
士

（
保
育
所
主
任
保
育
士
）

伊
藤
　
加
織
　
保
育
士

（
保
育
所
保
育
士
）

退
職
者

正
木
美
代
子

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

兵
頭
紀
代
美

（
保
育
所
調
理
員
）

岡
本
　
春
美（

幼
稚
園
養
護
教
諭
）

教
職
員
の
異
動

【
転
出
者
】
（

）
内
は
転
出
先

和
木
小
学
校

白
井
ひ
と
み
（
美
和
西
小
学
校
）

廣
川
　
詳
史
（
米
川
小
学
校
）

宮
本
　
惠
子
（
天
尾
小
学
校
）

和
木
中
学
校

笠
原
美
枝
子
（
退
職
）

森
本
　
泰
作
（
麻
里
布
中
学
校
）

怒
和
　
勝
宏

（
下
松
市
立
末
武
中
学
校
）

有
田
　
明
子
（
錦
中
学
校
）

【
転
入
者
】

（

）
は
前
任
校

和
木
小
学
校

松
田
　
和
芳
（
祖
生
西
小
学
校
）

早
田
　
智
博
（
藤
河
小
学
校
）

三
村
　
祐
子
（
美
川
小
学
校
）

和
木
中
学
校

林
　
　
秀
樹

（
山
口
市
立
大
内
中
学
校
氷
上
分
校
）

高
木
　
文
巨
（
岩
国
中
学
校
）

野
仲
　
晶
子

（
萩
市
立
萩
東
中
学
校
）

清
水
　
顕
就

（
柳
井
市
立
柳
井
中
学
校
）

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

中
原
　
勝
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

●
一
般
寄
付

う
さ
ぎ
や
　
様

春
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

日
　
時
▼
４
月
23
日
豸
　
８
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
４
月
29
日
豢
に
延
期

○
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
道
路
の
路
肩
等
に
積
ん

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
差
点
の
近

く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）


	waki397-hyoushi.pdf
	waki397-1.pdf
	waki397-2.pdf
	waki397-3.pdf
	waki397-4.pdf
	waki397-5.pdf
	waki397-6.pdf
	waki397-7.pdf
	waki397-8.pdf
	waki397-9.pdf
	waki397-10.pdf
	waki397-11.pdf
	waki397-12.pdf
	waki397-13.pdf
	waki397-14.pdf
	waki397-15.pdf
	waki397-16.pdf
	waki397-17.pdf
	waki397-18.pdf
	waki397-19.pdf
	waki397-20.pdf
	waki397-21.pdf
	waki397-22.pdf
	waki397-urahyoushi.pdf

